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十日町商工会議所

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。市

民
や
会
員
企
業
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
思
い
新
た
に
期
待
ふ
く
ら
む
令
和
８
年

の
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
国
際
情
勢
の
不
安
定
要
因
が
残

る
中
、
国
内
で
は
社
会
経
済
活
動
が
本
格
的
に

再
開
さ
れ
、
力
強
い
経
済
回
復
の
動
き
が
見
ら

れ
始
め
ま
し
た
。
わ
が
国
経
済
は
、
四
半
世
紀

に
わ
た
る
デ
フ
レ
経
済
か
ら
脱
却
し
、
成
長
と

分
配
に
よ
る
経
済
好
循
環
を
実
現
す
る
「
時
代

の
転
換
」
を
図
る
絶
好
の
好
機
を
迎
え
て
き
た

も
の
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
地
域
経
済
を
支
え
る
中

小
企
業
の
多
く
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
経
営

環
境
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
当
地
域
も
人
口
減

少
・
流
出
に
伴
う
構
造
的
な
人
手
不
足
に
加
え
、

円
安
を
背
景
と
し
た
原
材
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価

格
の
高
騰
に
よ
る
コ
ス
ト
プ
ッ
シ
ュ
イ
ン
フ
レ

に
直
面
し
、
経
営
を
圧
迫
さ
れ
る
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。
更
に
、
賃
上
げ
に
伴
う
労
務
費
の

増
加
も
加
わ
り
、
企
業
収
益
の
回
復
が
阻
害
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
逆
境
を
打
破
し
、
地
域
経
済
の

再
活
性
化
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
私
た
ち
中

小
企
業
経
営
者
が
生
産
性
の
向
上
や
Ｄ
Ｘ
、
省

人
化
、
省
力
化
、
そ
し
て
働
き
手
不
足
等
の
経

営
課
題
に
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、「
自
己
変

革
」
を
図
り
な
が
ら
未
来
を
切
り
拓
く
こ
と
が

肝
要
で
す
。
環
境
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、
革

新
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
成
功
す
る
ま
で

決
し
て
諦
め
な
い
精
神
の
下
、
新
し
い
道
を
と

も
に
切
り
拓
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

昨
年
12
月
の
衆
議
院
本
会
議
で
高
市
新
首

相
は
「
責
任
あ
る
積
極
財
政
」
の
考
え
方
の
も

と
、
物
価
高
対
策
や
投
資
促
進
策
に
よ
り
「
安

全
で
安
心
な
社
会
と
強
い
経
済
を
実
現
す
る
」

と
所
信
表
明
を
行
い
ま
し
た
。
当
会
議
所
も
呼

応
し
て
、
会
員
企
業
の
皆
様
の
持
続
的
発
展
と

「
稼
ぐ
力
」
の
強
化
、
地
域
の
強
い
経
済
の
実

現
に
向
け
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
邁
進
し
て

い
く
所
存
で
す
。

特
に
コ
ス
ト
プ
ッ
シ
ュ
イ
ン
フ
レ
対
応
と

自
己
変
革
へ
の
伴
走
支
援
に
努
め
、
会
員
企
業

の
様
々
な
経
営
課
題
の
解
決
を
支
援
し
、
自
己

変
革
に
不
断
に
挑
戦
す
る
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
の
取
り
組
み
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を

全
力
で
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
経
済
の
不
確
実
性
が
さ
ら
に
高
ま

り
、
厳
し
い
経
営
環
境
が
続
く
と
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
当
会
議
所
は
、
地
域
経
済
に
お
け
る
役

割
の
大
き
さ
を
再
認
識
し
、
地
域
の
再
生
・
変

革
に
向
け
た
会
議
所
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組

む
べ
く
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
、
市
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
会
員

企
業
の
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
、
年

頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
８
年　

元
旦
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マル経融資
を利用しませんか
無担保・無保証人で

2,000万円まで融資
運転資金� 10年
設備資金� 10年 

年 利 率　　　2.10％ 

※年利率は令和７年12月１日現在

～ 1月の金融個別相談会 ～
◦日本政策金融公庫
　日　時：１月６日㈫　午前10時30分～１２時
　自社または商工会議所からのオンライン相談も随時受け付けてお
　ります。詳しくは十日町商工会議所までお問い合わせください。
◦新潟県信用保証協会
　日　時：１月13日㈫　午前10時30分～12時

相談をご希望の方は、事前に当会議所担当（☎757-5111）までご連絡ください。

企
業
が
自
己
変
革
を
果
た
し
、
変
化

す
る
外
部
環
境
に
適
応
し
て
い
く
な

ど
、
絶
え
ず
「
変
革
」
に
挑
み
続
け

る
姿
勢
が
重
要
で
す
。
同
時
に
、
不

確
実
性
の
時
代
に
お
い
て
は
、
多
様

な
主
体
が
互
い
の
強
み
を
持
ち
寄

り
、
新
た
な
価
値
を
共
に
創
り
、
共

に
分
か
ち
合
う
「
価
値
共
創
」
の
発

想
こ
そ
が
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
経
済

を
支
え
る
基
盤
に
な
る
と
確
信
し
て

い
ま
す
。

【「
変
革
と
価
値
共
創
に
よ
る
日
本
経

済
の
再
出
発
」
に
向
け
た
三
つ
の
重

点
課
題
】

　

こ
う
し
た
考
え
か
ら
、
私
は
今
期

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
「
変
革
と
価

値
共
創
に
よ
る
日
本
経
済
の
再
出

発
」
を
掲
げ
ま
し
た
。
こ
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
下
、
次
の
３
点
を
重
点
課
題

と
し
て
当
所
の
運
営
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

１
点
目
は
「
成
長
型
経
済
の
実
現

に
向
け
た
環
境
整
備
」
で
す
。
成
長

型
経
済
を
実
現
す
る
に
は
、
コ
ス
ト

プ
ッ
シ
ュ
型
イ
ン
フ
レ
か
ら
、
需
要

拡
大
に
よ
る
デ
マ
ン
ド
プ
ル
型
イ
ン

フ
レ
へ
と
転
換
し
、
賃
金
と
投
資
の

好
循
環
を
持
続
さ
せ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
適
切
な
価

格
転
嫁
と
取
引
適
正
化
の
推
進
は
、

賃
上
げ
原
資
を
確
保
す
る
観
点
か
ら

官
民
を
挙
げ
て
一
層
強
化
す
べ
き
課

題
で
す
。
加
え
て
、
経
済
安
全
保
障

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
両
立
、

過
度
な
円
安
の
是
正
に
向
け
た
金
融

政
策
、
人
手
不
足
へ
の
対
応
、
持
続

可
能
な
全
世
代
型
社
会
保
障
制
度
の

構
築
に
つ
き
ま
し
て
も
、
引
き
続
き

要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
点
目
は
「
変
革
と
価
値
共
創
に

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

2
0
2
6
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹

ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

【
成
長
の
果
実
を
賃
金
や
投
資
へ
】

　

さ
て
、
昨
年
の
世
界
情
勢
は
、
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
長

期
化
や
中
東
情
勢
の
緊
迫
化
と
い
っ

た
地
政
学
リ
ス
ク
に
加
え
、
関
税
・

輸
出
管
理
・
産
業
補
助
・
投
資
審
査

な
ど
が
複
合
的
に
作
用
し
、
通
商
環

境
の
再
編
が
進
行
す
る
な
ど
、
不
確

実
性
が
一
段
と
高
ま
っ
た
一
年
で
あ

り
ま
し
た
。

　

国
内
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
日
本

経
済
は
賃
金
と
物
価
の
好
循
環
に
向

け
た
兆
し
が
明
確
に
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、依
然
と
し
て
物
価
上
昇
に
賃

金
が
追
い
つ
か
ず
、
実
質
賃
金
の
着

実
な
回
復
が
最
大
の
課
題
で
す
。
長

年
に
わ
た
り
染
み
つ
い
た
デ
フ
レ
マ

イ
ン
ド
を
払
拭
し
、
成
長
の
果
実
を

賃
金
や
投
資
へ
確
実
に
循
環
さ
せ
る

こ
と
こ
そ
、日
本
経
済
の
「
再
出
発
」

に
向
け
た
最
大
の
鍵
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、国
政
に
お
い
て
は
、

憲
政
史
上
初
の
女
性
総
理
と
し
て
高

市
総
理
が
誕
生
し
、
就
任
直
後
か
ら

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
を
は
じ
め
各
国

首
脳
と
の
会
談
を
精
力
的
に
行
い
、

首
脳
間
の
信
頼
醸
成
に
努
め
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
高
市
総
理
が
議

長
を
務
め
る「
日
本
成
長
戦
略
会
議
」

に
お
き
ま
し
て
も
、
Ａ
Ｉ
・
半
導
体
、

造
船
、
量
子
な
ど
17
の
戦
略
分
野
へ

の
投
資
に
加
え
、人
的
資
本
の
強
化
、

労
働
市
場
改
革
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

支
援
、
賃
上
げ
環
境
整
備
な
ど
、
将

来
の
成
長
力
を
高
め
る
政
策
課
題
が

明
確
に
示
さ
れ
ま
し
た
。
国
の
成
長

戦
略
と
歩
調
を
合
わ
せ
つ
つ
、
民
間

の
現
場
か
ら
具
体
的
な
提
言
と
実
行

を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
、
私
ど

も
の
責
務
で
あ
り
ま
す
。

【
成
長
型
経
済
へ
の
転
換
を
確
固
た
る

も
の
に
～
「
変
革
」
と
「
価
値
共
創
」】

　

わ
が
国
の
経
済
は
、
成
長
型
経
済

へ
の
移
行
に
向
け
た
正
念
場
を
迎
え

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
企
業
数
の

99
・
7
％
、
雇
用
の
約
７
割
（
３
大

都
市
圏
を
除
く
と
約
９
割
）
を
占
め

る
中
小
企
業
は
、
円
安
・
原
油
高
に

伴
う
原
材
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
な

ど
の
高
騰
、
人
手
不
足
や
労
務
費
の

増
加
、
さ
ら
に
は
消
費
低
迷
な
ど
多

く
の
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

成
長
型
経
済
へ
の
転
換
を
確
固
た

る
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
個
々
の

よ
る
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の

『
稼
ぐ
力
』
の
強
化
」
で
す
。
成
長

型
経
済
の
実
現
に
は
、
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
付
加
価
値
と
生
産

性
の
向
上
が
不
可
欠
で
あ
り
、
新
分

野
進
出
、
Ｄ
Ｘ
・
Ｇ
Ｘ
の
推
進
、
知

的
財
産
の
創
造
・
保
護
・
活
用
、
海

外
展
開
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
の
連

携
な
ど
へ
の
挑
戦
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
事
業
承
継
を
契
機
と
し

て
、
よ
り
強
く
魅
力
あ
る
企
業
へ
と

生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

３
点
目
は
「
地
域
の
稼
ぐ
力
の
向

上
に
よ
る
地
域
経
済
循
環
の
推
進
」

で
す
。
持
続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く

り
、
地
域
に
新
た
な
投
資
を
呼
び
込

む
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
税
財
政

支
援
、
地
域
の
産
業
を
担
う
人
材
の

確
保
・
育
成
支
援
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

い
ず
れ
も
商
工
会
議
所
の
主
要
な
活

動
テ
ー
マ
で
あ
り
、
当
所
は
も
と
よ

り
、
各
地
商
工
会
議
所
が
中
核
と
な

っ
て
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
心
よ
り

期
待
い
た
し
ま
す
。

【「
現
場
主
義
・
双
方
向
主
義
」
の
発
展
】

　

私
は
「
原
点
は
対
話
で
あ
る
」
と

い
う
信
念
の
下
、
会
頭
就
任
以
来
、

全
国
各
地
を
訪
問
し
、
地
域
や
事
業

者
の
生
の
声
を
伺
い
、
各
地
域
が
抱

え
る
課
題
の
把
握
に
努
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。
今
後
は
「
現
場
主
義
・
双

方
向
主
義
」
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、

現
場
の
声
に
真
摯
に
向
き
合
い
な
が

ら
、
中
小
企
業
と
地
域
の
活
性
化
、

日
本
経
済
の
さ
ら
な
る
成
長
に
向
け

て
、
皆
さ
ま
と
共
に
全
力
を
尽
く
し

て
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
多
大
な

る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

年
頭
所
感

「
新
た
な
成
長
へ
の
飛
躍
の
年
に
」

日
本
商
工
会
議
所

小
林

　健

小
林

　健

会
頭

「
変
革
と
価
値
共
創
に
よ
る
日
本
経
済
の
再
出
発
」
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令和８年度 十日町市の産業振興施策に対する要望書（内容）

１．商業対策について
⑴　消費喚起事業の実施について
　①十日町市プレミアム商品券事業への支援について
　②消費喚起事業への補助制度の創設について
⑵　中心市街地の活性化対策について
　①中心市街地を巡回するバスの早期運行について（一部新規）
　②空き店舗対策について（新規）
⑶　既存店舗の活性化対策について（新規）

２．織物産業対策について
⑴　「十日町織物産地特別招待会補助金」の確保について
⑵　「きもの染織展十日町フェア」への支援について

３．工業対策について
⑴　下水道使用料の軽減について（一部新規）
⑵　除雪経費節減支援制度について
　①「十日町市企業消融雪支援事業補助金」の継続等、除雪経
費削減に資する取り組みの継続と対象業種の拡大をお願い
したい｡（一部新規）

　②災害救助法等が適用されるような豪雪時における除雪や消融
雪経費等に係る負担軽減のための補助制度の創設や税の優遇
措置等を国や県に引き続き強く働きかけていただきたい｡

　③地下水採取規制区域における規制緩和について、降雪状況
や消雪パイプの稼働状況､市内深井戸のデータ解析や近隣
市町村の状況等を勘案しながら規制緩和に向けた検討の継
続をお願いしたい｡

⑶　展示商談会等への参加支援について
⑷　｢事業所省エネ化促進支援事業｣の継続について
⑸　「十日町市再生可能エネルギー活用促進補助金」の継続について
⑹　工業用地の整備拡張と企業誘致について（新規）

４．建設・建築業対策について
⑴　国・県発注公共工事及び十日町市発注公共工事の地元発注
について

⑵　専門性の高い工事における地元企業への発注について�（一部新規）
⑶　「住宅省エネリフォーム補助金」の継続について（一部新規）
⑷　「克雪すまいづくり支援事業」の継続実施について
⑸　除雪体制について
　①除雪関連業者の育成や除雪体制の強化の推進について
　②除雪基本料金支払い制度について
　③除雪車両の確保について
⑹　公共工事費の拡大及び発注の平準化について

⑺　建設系や工業系の担い手確保について
⑻　空き家の解体･撤去に対する支援制度の創設について

５．観光対策について
⑴　観光産業従事者の観光案内スキル向上のための協力につい
て（新規）

６．産業全般について
⑴　新規学卒者の地元就職促進について（一部新規）
⑵　ふるさと回帰や移住定住促進、若年者の地元就職支援事業
の継続実施について（一部新規）

⑶　外国人労働者の雇用への支援について（一部新規）
⑷　ふるさと納税の返礼品協力事業者への支援について

７．産業の発展を支える社会資本整備について
⑴　上越魚沼地域振興快速道路「十日町道路」の整備促進について
　①「八箇峠道路」については、関越自動車道との直結及び余
川インターチェンジまでの早期全線開通に向け、事業促進
を図っていただきたい｡

　②地域の産業振興や活性化に大きな役割を果たす「十日町道
路」については、早期開通に向け、事業促進を図っていた
だきたい｡

　③「上越魚沼地域振興快速道路」の早期全線開通に向け、事
業促進を図っていただきたい｡

⑵　国道117号の整備促進について
⑶　ほくほく線の利便性の向上について
⑷　飯山線の存続と沿線地域の観光振興ならびに利便性の向上
について

　①飯山線を存続させるため利用促進に向け関係団体と連携し
取り組んでいただくようお願いしたい｡

　②飯山線沿線の観光振興に向け当所をはじめ関係団体や観光
事業者の一層の連携の強化をお願いしたい｡

　③降雪期の除雪体制強化による定期運行の確保を引き続き
　　ＪＲ東日本へ働きかけていただきたい｡

当所では、地域の商工業者の皆さまの意見を集約するため、全８部会において常任委員会を開催し、
次のとおり要望書を取りまとめ、12月４日㈭に十日町市へ手交しました｡
今後も皆さまの声を反映すべく、行政などの施策に対して提言・要望活動を行ってまいります｡
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生成AI活用セミナーを開催！
11月17日㈪、当所多目的ホールにて「生成AI活用セミナー」を開催し
ました。本セミナーの目的は昨今急速に注目されている生成AIの概要に
ついて理解を深め、自社での効果的な活用方法を事業所の皆様にイメージ
していただくことです。そして、生成ＡＩの活用をきっかけに自社のビジ
ネスモデルの変革に目を向ける機会とし、会員事業所の皆様がＤＸへの関
心を高め、取り組む意識づくりの場を提供し、きっかけを掴んでいただく
ことを目指しました。講師にはグローカルマーケティング株式会社の武田
知浩氏をお招きしました。本セミナーは２部構成で行われ、第１部では生
成AIの基礎知識や対話型生成ＡＩの活用事例について、第２部では生成
ＡＩを業務に利用するには情報漏洩や著作権侵害、誤情報（ハルシネーシ
ョン）といった主要なリスクに注意しなければいけない旨について説明が
ありました。参加事業所の皆様が本セミナーに参加することによってＤＸ
推進の具体的な第一歩となり、生成AIを活
用したビジネスモデル変革のきっかけとなる
ことを期待しております。今後も引き続き、
会員事業所の皆様が業務の生産性向上を図
り、変化が早い環境へ対応できるよう対応力
の強化をサポートしてまいります。

11月27日㈭、当所多目的ホールにお
いて、「価格転嫁対策セミナー」を開
催しました。（独）中小企業基盤整備機
構 中小企業アドバイザーの安田裕美
様を講師に迎え、７社９名の方が受講
されました。
参加者の皆様には、価格交渉支援ツ
ールを用いた個人ワークを行っていた
だき、自社の適正コスト算出方法等に
ついて学んでいただきました。

価格転嫁
対策セミナー　開催

総務担当者の意見交換会 総務カフェを開催しました！
11月21日㈮に今年度２回目の「総務カフェ」を開催しました。
当日は、グローカルマーケティング株式会社のコンサルタントの進行により、「社
内コミュニケーション」、「人事評価制度」をテーマにそれぞれの会社での取組につ
いてグループディスカッションを行いました。さらに、今回はランチ会も開催し、
和やかな雰囲気の中で意見交換をすることができました。
ご参加いただきありがとうございました。

次世代リーダー養成塾

「仕事の任せ方研修」開催
税制改正説明会　開催

12月５日㈮10時から当
会議所多目的ホールにお
いて、グループ夢21との
共催により35名の参加の
もと開催しました。講師
には、㈱インソースの座
木克也様をお招きして、

職場におけるリーダー・管理職を対象に、業務の属人化
の解消、分業によるリスク管理、誰にどの仕事を任せる
かの見極め、部下がやる気になる任せ方などについて、
講義、個人ワーク、グループワークを適宜実施しながら
学びました。職場に戻ってすぐに改善行動をとることが
できるよう、受講者自身の日頃の業務を振り返りながら
のワークが中心であったため、実践的な内容の研修とな
りました。

１１月２０日㈭午後２時よりクロステン２階中ホールにお
いて、十日町税務署 法人課税部門統括国税調査官の庭
野一洋様を講師にお招きして、72名の参加のもと開催し
ました。令和７年度の税制改正により、「所得税の基礎
控除及び給与所得控除の見直し」や「特定親族特別控除
の創設」が行われ、令和７年１２月に行う年末調整から適
用されることになりました。そこで、本改正に適切に対
応していただくことを目的に十日町間税会との共催によ
り開催しました。
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●業種別平均賃金

●業種別平均年間総支給額

●平均賃金の動向	

●平均年間総支給額の動向

項　目
業　種

男　　　性 女　　　性
調査人数 平均年齢 平均賃金 調査人数 平均年齢 平均賃金

製 造 業 435 人 44.9 歳 224,410 円 240 人 45.2 歳 193,660 円
卸 売 業 10 人 49.3 歳 287,276 円 11 人 38.8 歳 206,376 円
小 売 業 110 人 44.3 歳 234,768 円 58 人 46.5 歳 205,329 円
サービス業 534 人 45.1 歳 246,061 円 454 人 46.3 歳 207,961 円
建 設 業 625 人 47.4 歳 260,834 円 123 人 46.6 歳 210,347 円
織物加工業 19 人 63.4 歳 201,474 円 29 人 50.1 歳 181,904 円
平 均 1,733 人 46.1 歳 244,987 円 915 人 46.1 歳 203,519 円

項　目
業　種

男　　　性 女　　　性
調査人数 平均年齢 平均賃金 調査人数 平均年齢 平均賃金

製 造 業 403 人 45.3 歳 3,698,422 円 220 人 46.0 歳 2,934,239 円
卸 売 業 8 人 53.6 歳 4,935,332 円 9 人 38.3 歳 4,082,698 円
小 売 業 102 人 45.1 歳 3,606,283 円 55 人 47.3 歳 2,864,967 円
サービス業 506 人 45.4 歳 4,526,521 円 409 人 47.4 歳 3,851,104 円
建 設 業 581 人 47.7 歳 4,491,902 円 109 人 47.7 歳 3,335,948 円
織物加工業 17 人 63.6 歳 2,779,083 円 27 人 50.5 歳 2,330,783 円
平 均 1,617 人 46.4 歳 4,233,300 円 829 人 47.1 歳 3,427,625 円

年　度
項　目 Ｒ３ R5 R7

男　　性 226,948 円
45.1 歳

236,753 円
45.6 歳

244,987 円
46.1 歳

女　　性 181,075 円
44.6 歳

192,014 円
45.4 歳

203,519 円
46.1 歳

全　　体 213,202 円
45.0 歳

221,085 円
45.5 歳

230,658 円
46.1 歳

年　度
項　目

R2
（Ｒ2.1.1～12.31）

R4
（Ｒ4.1.1～12.31）

R6
（Ｒ6.1.1～12.31）

男　　性 3,802,957 円
45.7 歳

4,057,196 円
46.2 歳

4,233,300 円
46.4 歳

女　　性 2,719,332 円
45.1 歳

3,124,461 円
45.9 歳

3,427,625 円
47.1 歳

全　　体 3,478,758 円
45.5 歳

3,731,657 円
46.1 歳

3,960,240 円
46.6 歳

　賃金統計調査結果がまとまりました。会員事業所で従業員５名以上雇用していると思われる330社にお願い
し、回答企業数154社、従業員数2,648名分を集計いたしました。調査結果の詳細につきましては「第46回会
員企業賃金統計調査結果報告書」を作成いたしましたので、ご希望される方は当所までご連絡をお願いします。
　なお、平均賃金については令和７年４月、年間総支給額については令和６年分（R6.1.1～R6.12.31）の支
給額に基づいています。

160,000

180,000

200,000

220,000

240,000

260,000

R3 R5 R7

男性 女性 全体

R2 R4 R6

男性 女性 全体

2,500,000
2,700,000
2,900,000
3,100,000
3,300,000
3,500,000
3,700,000
3,900,000
4,100,000
4,300,000
4,500,000

会員企業賃金統計調査結果報告
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　不眠や気分の落ち込みなど、ひとりで抱え込まずに相談し
てみませんか。

■臨床心理士によるこころの相談会（７日前までに要予約・無料）
　日　時：３月１１日㈬　午後１時～３時

会　場　十日町保健センター（十日町市役所となり）
問合せ　健康づくり推進課　成人保健係（☎025-757-9764）

各種健康相談のお知らせ

有限会社　田中新聞店

け
て
い
ま
す
。
旧
市
内
で
い
う
と
、

水
沢
・
中
条
・
下
条
・
吉
田
は
エ
リ

ア
外
に
な
る
そ
う
で
す
。
数
年
前
の

市
内
の
他
の
新
聞
配
達
店
の
廃
業
に

と
も
な
い
、
現
在
の
広
範
囲
の
エ
リ

ア
に
な
り
ま
し
た
。

　

取
り
扱
う
新
聞
は
幅
広
く
、
新
潟

日
報
・
朝
日
・
毎
日
・
産
経
の
主
要

４
紙
を
は
じ
め
、
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ッ
ポ

ン
、
産
経
ス
ポ
ー
ツ
、
日
刊
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
紙
、
さ
ら
に
農

業
新
聞
や
自
動
車
新
聞
と
い
っ
た
業

界
紙
、
地
元
の
妻
有
新
聞
ま
で
、
実

に
多
彩
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
で
す
。

　

従
業
員
は
約
40
名
。
毎
日
お
昼
頃

か
ら
折
込
チ
ラ
シ
の
仕
分
け
作
業
に

始
ま
り
、
午
前
２
時
に
届
く
朝
刊
へ

の
チ
ラ
シ
の
折
込
、
午
前
３
時
か
ら

の
配
達
、
そ
し
て
月
末
の
集
金
な

ど
、
作
業
を
分
担
し
な
が
ら
進
め
て

い
ま
す
。
配
達
は
１
人
あ
た
り
お
よ

そ
1
0
0
件
を
担
当
し
て
い
る
そ
う

で
す
。
ど
の
エ
リ
ア
の
担
当
者
が
休

　

今
月
は
本
町
１
丁
目
に
あ
る
有
限

会
社
田
中
新
聞
店
の
社
長
・
田
中
博

史
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

田
中
新
聞
店
は
創
業
54
年
を
迎

え
、
博
史
さ
ん
は
３
代
目
で
す
。
法

人
化
は
先
代
が
社
長
を
務
め
て
い
た

平
成
元
年
頃
と
の
こ
と
で
、
博
史
さ

ん
は
27
歳
で
家
業
を
継
ぎ
、
今
年
で

25
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

配
達
エ
リ
ア
は
十
日
町
市
街
地
の

ほ
ぼ
全
域
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
中

条
方
面
は
尾
崎
ま
で
、
水
沢
方
面
は

川
治
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
付
近
ま
で

を
カ
バ
ー
し
、
川
治
・
八
箇
・
六
箇

方
面
も
含
め
て
、
毎
朝
の
新
聞
を
届

ん
で
も
困
ら
な
い
よ
う
、
全
区
域
の

地
理
と
購
読
紙
を
把
握
し
て
い
る
ま

さ
に
『
配
送
の
達
人
』
が
複
数
い
ら

っ
し
ゃ
っ
て
、
社
長
も
そ
の
一
人
で

す
。
毎
朝
当
然
の
よ
う
に
届
く
新
聞

は
、
こ
う
し
た
ベ
テ
ラ
ン
の
配
達
員

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

　

従
業
員
の
年
齢
層
は
30
代
か
ら
80

代
ま
で
と
幅
広
く
、
長
く
勤
め
る
人

が
多
い
の
も
特
徴
で
す
。
社
長
い
わ

く「
新
聞
配
達
は
健
康
に
良
い
仕
事
」

だ
そ
う
で
、
実
際
の
規
則
正
し
い
生

活
リ
ズ
ム
が
自
然
と
身
に
つ
く
点
も

続
け
ら
れ
る
理
由
に
な
っ
て
い
る
と

話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

印
象
的
な
出
来
事
と
し
て
伺
っ
た

の
が
、
中
越
地
震
の
際
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
で
す
。
地
震
翌
日
の
24
日
に
、
普

段
の
配
達
先
に
加
え
て
避
難
所
に
も

新
聞
を
無
料
で
届
け
た
と
こ
ろ
、「
ま

さ
か
新
聞
が
読
め
る
と
は
思
わ
な
か

っ
た
」
と
大
き
く
喜
ば
れ
た
と
い
い

ま
す
。
ま
だ
地
震
発
生
か
ら
間
も
な

か
っ
た
た
め
自
宅
に
入
れ
ず
、
外
で

過
ご
し
て
い
る
人
が
多
い
時
で
し

た
。
電
気
も
水
道
も
止
ま
る
中
、
紙

の
新
聞
で
あ
れ
ば
情
報
を
届
け
ら
れ

る
─
─
そ
の
強
さ
を
改
め
て
感
じ
た

経
験
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
し
て
田
中
新
聞
店
の
数
軒
先
に

は
田
中
社
長
が
個
人
で
経
営
す
る
ア

パ
レ
ル
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
お
店

「
O
m
a
k
e
（
オ
マ
ケ
）」
が
あ
り

ま
す
。
実
は
服
飾
専
門
学
校
出
身
の

田
中
社
長
が
セ
レ
ク
ト
し
た
一
押
し

の
１
点
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
商
品
な
ど

が
並
び
ま
す
。
季
節
柄
ギ
フ
ト
な
ど

を
お
探
し
の
方
は
ぜ
ひ
訪
れ
て
い
た

だ
き
た
い
素
敵
な
お
店
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
雪
の
季
節
を
迎
え
ま
す

が
、
主
な
新
聞
は
新
潟
市
の
印
刷
所

か
ら
配
送
さ
れ
る
た
め
、
配
送
元
や

通
過
地
点
な
ど
で
大
雪
が
あ
る
と
、

十
日
町
の
降
雪
が
穏
や
か
で
も
新
聞

が
遅
れ
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
そ
の

点
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

ま
た
、
新
聞
配
達
は
朝
の
数
時
間

で
終
わ
る
健
康
的
な
仕
事
で
、
副
業

と
し
て
携
わ
る
方
も
多
く
活
躍
し
て

い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
に
は
、
ぜ

ひ
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て
ほ
し
い
と

お
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

お
忙
し
い
中
、
取
材
に
ご
協
力
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

（
振
興
委
員　

中
島
）

（
職
員　

藤
ノ
木
）

会社の外観

大きなカウンターのある事務所

住所：十日町市本町１丁目
上562

電話：025-752-4591

FAX：025-752-3916

0101
１分で

Webページ
約3,600ページ分
の情報伝達力

0202
文字よりも
２倍記憶に
残りやすい

0303
誰が説明しても
情報を均質化して
伝えることが
できる

動
画
の
メ
リ
ッ
ト

その悩み、｢動画｣で解決できます！その悩み、｢動画｣で解決できます！
「伝えたいのに、伝わらない…」

お問い合わせは㈱滝沢印刷へ
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津南病院 総合診療科
在宅支援部会長/経営推進部会長

千 手 孝 太 郎 先生

健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

十
日
町
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

「迷ったらまず
相談できる医療」

あなたに寄り添う
総合診療科という選択

小規模（50人未満）事業場の事業者・
労働者の皆様を応援します

十日町市本町2丁目226番地1　市民交流センター 分じろう４階

☆健康診断の結果について医師からの意見聴取
☆長時間労働者・高ストレス者に対する面接指導
☆個別訪問による産業保健活動
☆労働者の健康管理（メンタルヘルスを含む）に
係る相談

十日町検診センター

健やかな毎日のために。

まごころをこめて「確かな安心」「信頼」「確かな安心」「信頼」をお届けします。と

日帰り人間ドック 一般健康診断

各種がん検診 特定健診・特定保健指導

（一社）新潟県労働衛生医学協会
〒948-0057　十日町市春日町113番地

☎025-752-6196
詳細はお電話、
もしくはインターネットで
お問い合わせください

医学協会 検索

健やかな毎日のために。

まごころをこめて をお届けします。

　
健
康
診
断
や
が
ん
検
診
の

「
要
再
検
査
」「
要
精
密
検
査
」

の
判
定
を
放
置
す
る
と
、
思
わ

ぬ
リ
ス
ク
を
招
き
ま
す
。
高
血

圧
や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣

病
は
進
行
し
、
心
筋
梗
塞
や
脳

卒
中
に
つ
な
が

る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、

が
ん
は
進
行
し

て
か
ら
見
つ
か

り
、
治
療
が
遅

れ
る
危
険
性
も

高
ま
り
ま
す
。

　「
要
再
検
査
」

は
、
異
常
の
可

能
性
が
あ
る
た

め
、
同
じ
検
査

を
再
度
受
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。「
要
精
密

検
査
」
は
、
明
ら
か
な
異
常
が

見
つ
か
っ
て
い
る
た
め
、
よ
り

詳
し
い
検
査
を
専
門
的
に
受
け

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
病
気
の

早
期
発
見
・
重
症
化
予
防
の
た

め
、
判
定
に
応
じ
た
行
動
を
必

ず
取
り
ま
し
ょ
う
。

健
康
診
断
や
が
ん
検
診

の
結
果
を
放
置
し
て
い

ま
せ
ん
か
？

十日町検診センターの
健康コラム

十日町検診センターの
健康コラム

一
般
社
団
法
人

 
新
潟
県
労
働
衛
生
医
学
協
会

「
体
調
が
悪
い
け
れ
ど
ど
こ
に
行
け

ば
い
い
か
わ
か
ら
な
い
」「
複
数
の
持

病
が
あ
っ
て
通
院
が
複
雑
に
な
っ
て
い

る
」。
こ
う
し
た
悩
み
を
抱
え
る
方
は

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
、
年
齢
や

疾
患
の
種
類
を
問
わ
ず
、
幅
広
い
健
康

問
題
を
一
つ
の
窓
口
で
受
け
止
め
る
総

合
診
療
科
と
し
て
診
療
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。
総
合
診
療
の
根
底
に
あ
る
理
念

は
、
病
名
だ
け
を
見
る
の
で
は
な
く
、

「
人
そ
の
も
の
を
診
る
」
と
い
う
姿
勢

で
す
。

現
代
で
は
複
数
の
慢
性
疾
患
を
抱
え

る
方
が
増
え
、
身
体
の
症
状
の
背
景
に

は
生
活
習
慣
、
家
庭
環
境
、
仕
事
の
負

担
、
地
域
と
の
関
わ
り
と
い
っ
た
多
様

な
要
因
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
ま

す
。
総
合
診
療
科
は
、
年
齢
や
性
別
、

病
気
の
種
類
を
問
わ
な
い
幅
広
さ
を
も

ち
、
臓
器
別
に
診
療
を
行
う
専
門
医
と

は
異
な
る
視
点
か
ら
、
患
者
さ
ん
の
人

生
・
価
値
観
・
家
族
・
地
域
と
い
う
文

脈
ま
で
含
め
て
支
え
る
こ
と
を
専
門
性

と
し
て
い
ま
す
。

高
齢
の
入
院
患
者
さ
ん
の
割
合
は
過

去
40
年
で
倍
近
く
に
増
え
、
多
く
の
方

が
複
数
の
疾
患
を
併
せ
持
つ
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
で
は
、
単

に
病
名
を
診
断
す
る
だ
け
で
は
十
分
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。私
は
診
療
に
お
い
て
、

医
学
的
情
報
に
加
え
、
そ
の
方
が
「
ど

の
よ
う
に
生
き
て
い
き
た
い
か
」
と
い

う
価
値
観
や
家
族
関
係
、
生
活
背
景
ま

で
含
め
て
理
解
す
る
こ
と
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。
薬
だ
け
で
は
解
決
で
き
な

い
“
生
活
全
体
の
揺
ら
ぎ
”
に
寄
り
添

う
こ
と
こ
そ
が
、
回
復
へ
の
本
質
的
な

一
歩
に
な
る
と
考
え
て
い
る
た
め
で
す
。

ま
た
、
患
者
さ
ん
ご
本
人
だ
け
で
な

く
、
生
活
を
支
え
る
ご
家
族
の
健
康
に

も
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
。
在
宅
医
療

で
は
、ご
家
族
の
体
調
変
化
に
気
づ
き
、

緊
急
性
の
高
い
疾
患
を
早
期
に
発
見
し

て
専
門
医
に
つ
な
い
だ
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
必
要
に
応
じ
て
専
門
医
と
連
携
し

な
が
ら
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
最
適
な

医
療
を
調
整
す
る
“
ハ
ブ
”
と
し
て
の

役
割
も
、
総
合
診
療
科
が
担
う
重
要
な

機
能
で
す
。

私
が
勤
務
す
る
新
潟
県
津
南
町
の
よ

う
な
中
山
間
地
域
で
は
、
身
近
に
相
談

で
き
る
医
療
者
の
存
在
が
地
域
の
安
心

に
直
結
し
ま
す
。
私
は
、「
つ
な
ん
健

康
く
ら
ぶ
」
と
い
う
住
民
双
方
向
型
の

健
康
講
話
を
毎
月
開
催
し
、
地
域
の
祭

り
や
イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極
的
に
参
加
、

近
隣
中
高
や
医
療
系
大
学
で
の
講
演
な

ど
に
も
注
力
し
て
い
ま
す
。
医
療
者
が

地
域
の
中
に
自
然
に
溶
け
込
む
こ
と

で
、
医
療
機
関
と
の
心
理
的
距
離
が
縮

ま
り
、
地
域
の
方
に
と
っ
て
の
“
相
談

し
や
す
さ
”
が
生
ま
れ
て
い
く
と
考
え

て
お
り
、
地
域
の
方
々
に
と
っ
て
「
医

療
に
詳
し
い
、
頼
れ
る
町
の
お
兄
ち
ゃ

ん
」
の
よ
う
な
存
在
で
あ
り
た
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。

「
ど
の
科
に
行
け
ば
よ
い
か
迷
っ
て

い
る
」「
複
数
の
不
調
を
ま
と
め
て
相

談
し
た
い
」「
病
気
だ
け
で
な
く
生
活

全
体
を
見
て
ほ
し
い
」。
そ
の
よ
う
な

と
き
は
、
ぜ
ひ
総
合
診
療
科
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
医
学
的
な
診
断
力
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
あ
な
た
の
人
生
全
体
を

支
え
る
視
点
を
も
っ
て
、
心
身
の
安
定

と
暮
ら
し
の
質
の
向
上
に
伴
走
し
ま
す
。

総
合
診
療
医
と
し
て
、
我
々
は
あ
な

た
の
人
生
に
寄
り
添
い
続
け
る
、
身
近

で
信
頼
で
き
る
医
療
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で

あ
り
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

つなん健康くらぶの様子
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え！これもリースが
お得なの？

モノを「所有する」のではなく
「使って利益を上げる」というリース発想こそ、
変革の時代にふさわしいシステムです。
この合理的なサービスを
ラポートリースはご提供いたします。

十日町市本町二丁目350番地
TEL.025-757-5121リース事業部 担当：

山田、高橋

　当所では、下記の日程で年末調整相談会を開催します。お気軽にご参加ください。
　１事業所あたり３０分程度の予定で相談枠を設け、申込み順に相談時間を決めさせていただきます。参加をご希望
の方は、今月号に同封した参加申込書に必要事項を記載のうえ、当所までお申し込みください。

①　令和６年分（前年分）の年末調整資料一式
②　令和７年１月～６月分の源泉徴収簿及び源泉所得税等の納付書の控え
③　令和７年分給与所得者の扶養控除等（異動）申告書及び保険料控除申告書
④　令和７年分給与所得者の基礎控除申告書兼給与所得者の配偶者控除等申告
　　書兼給与所得者の特定親族特別控除申告書
⑤　令和７年分給与所得者の保険料控除申告書
⑥　税務署から送付のあった書類（年末調整資料一式）
⑦　市役所から送付のあった書類（給与支払報告書等）
⑧　各種所得控除の控除証明書等
　　（生命保険・個人年金・地震保険・長期損害保険・国民年金・国民健康保険・小規模企業共済など）

●日　時：令和８年１月９日㈮　9:00～12:00　13:00～16:00
●会　場：十日町商工会議所２階　多目的ホール
●参加費：無料（当所が記帳または決算代行をしている事業所を除く）

当
日
ご
持
参
い
た
だ
く
も
の

十日町市高田町6丁目750番地
TEL 025-752-5559
FAX 025-757-5477

お車の見積りは
ビジネスリースをお薦めします
お車の見積りは
ビジネスリースをお薦めします

事業主の
皆さま

年末調整年末調整　　個別相談会のご案内個別相談会のご案内

納期の特例の
承認を受けている方の
源泉所得税等の
納付期限は、

令和８年
１月２０日㈫です。

要予約
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役立つ統計
I N FORMAT I ON区分月 男 女 計 世 帯 数

10　月 22,618 23,503 46,121 19,248
前年同月 23,170 24,109 47,279 19,403
 比（％） 97.6% 97.5% 97.6% 99.2%

区　　分 乗 車 人 員 降 車 人 員
10　　月 14,058 16,302
前 年 同 月 16,273 16,932
増　　　減 ▲ 2,215 ▲ 630

新　規　求　人　数 月 間 有 効 求 人 数 月間有効求人倍率

合　 計
　

合　 計 全　 数 常　用
（パート含む）

常　用
（パート含む）

臨時・季節
（パート含む）

常　用
（パート含む）

臨時・季節
（パート含む）

10　　月 330 321 9 924 900 24 1.19 1.18
前 年 同 月 373 356 17 972 932 40 1.28 1.24
増減比（％） ▲ 11.5 ▲ 9.8 ▲ 47.1 ▲ 4.9 ▲ 3.4 ▲ 40.0 ▲ 0.09 ▲ 0.06

●ハローワーク求人数� （単位：人）

●ほくほく線十日町駅乗降者数� （単位：人） ●建築統計� （単位：㎡）

●人　　口� （単位：人）

pp

11月

会
議
所
事
業
活
動
報
告

着工建築物 新設住宅着工

10　　月
棟 数 床 面 積 戸 数 床 面 積
15 1,082 7 849

前年同月 14 977 3 309
 比（％） 107.1% 110.7% 233.3% 274.8%

１
日
・
新
市
誕
生
20
周
年
記
念
式
典

３
日
・
十
日
町
市
文
化
協
会
連
合
会

第
31
回
文
化
祭

４
日
・
観
光
サ
ー
ビ
ス
業
部
会
視
察

研
修
会

　
　

・
第
７
回
正
副
会
頭
会
議

　
　

・
第
５
回
常
議
員
会

５
日
・
第
３
回
監
査
会

　
　

・（
一
社
）新
潟
県
商
工
会
議
所

連
合
会
臨
時
総
会
お
よ
び
懇

親
会
（
役
員
送
別
会
）

６
日
・
経
営
指
導
員
研
修　

デ
ジ
タ

ル
技
術
活
用
コ
ー
ス
（
オ
ン

ラ
イ
ン
）

　
　

・
N
I
C
O 

W
E
B
セ
ミ
ナ
ー

　
　

・
W
E
B
入
会
申
込
受
付
導
入

マ
ニ
ュ
ア
ル　

オ
ン
ラ
イ
ン

説
明
会

７
日
・
経
営
指
導
員
研
修
デ
ジ
タ
ル

技
術
活
用
コ
ー
ス
（
リ
ア
ル

／
オ
ン
ラ
イ
ン
）

　
　

・
労
働
保
険
事
務
組
合
事
務
担

当
職
員
研
修
会

10
日
・
十
日
町
応
援
団
交
流
会

11
日
・
新
潟
県
産
業
教
育
振
興
会　

魚
沼
地
区
学
校
・
地
域
連
絡

会
議

　
　

・
第
４
回
生
誕
地
ま
つ
り
の
あ

り
方
検
討
委
員
会

12
日
・
商
工
中
金
令
和
７
年
度
十
日

町
地
域
交
流
会

　
　

・
青
年
部　

11
月
役
員
会

　
　

・
フ
ー
ド
メ
ッ
セ
in
に
い
が
た

2
0
2
5
（
～
14
日
）

13
日
・
納
税
表
彰
式

14
日
・
マ
ル
経
審
査
会

　
　

・
第
49
回
生
誕
地
ま
つ
り
事
務

局
会
議

15
日
・
十
日
町
・
コ
モ
姉
妹
都
市
交

流
協
会　

イ
タ
リ
ア
ン
フ
ェ

ア
特
別
イ
ベ
ン
ト
「
タ
ヴ
ォ

ラ
ー
タ
」

　
　

・
職
員
採
用
一
次
試
験

16
日
・
第
1
7
1
回
簿
記
検
定
試
験

17
日
・
生
成
Ａ
Ｉ
セ
ミ
ナ
ー

19
日
・
青
年
部　

11
月
例
会

20
日
・
税
制
改
正
説
明
会

　
　

・
き
も
の
染
織
展
十
日
町
フ
ェ

ア
前
日
準
備

　
　

・
日
本
商
工
会
議
所
臨
時
会
員

総
会

21
日
・
第
２
回
総
務
カ
フ
ェ

　
　

・
六
日
町
社
会
保
険
委
員
大
会

　
　

・
４
地
区
商
工
会
議
所
情
報
交

換
会

　
　

・
き
も
の
染
織
展
十
日
町
フ
ェ

ア
（
～
24
日
）

25
日
・
第
49
回
生
誕
地
ま
つ
り
第
２

回
実
行
委
員
会

26
日
・
第
1
6
3
回
Ｊ
Ｒ
東
日
本
信
濃

川
地
域
協
創
事
務
所
報
告
会

27
日
・
価
格
転
嫁
対
策
セ
ミ
ナ
ー

　
　

・
Ｄ
Ｘ
に
関
す
る
個
別
相
談
会

　
　

・
六
日
町
社
会
保
険
委
員
会
十

日
町
市
支
部
役
員
会

28
日
・
臨
時
正
副
会
頭
会
議

　
　

・
Ｄ
Ｘ
に
関
す
る
個
別
相
談
会

　
　

・
経
営
指
導
員
等
資
質
向
上
研
修

　
　

・
青
年
部　

全
国
リ
ー
ダ
ー
ズ

研
修
会
（
～
30
日
）
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を
目
的
と
し
て
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
と
し
て
、
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
の
山
口
富
士
子
様
を
お
招
き

し
、「
体
幹
の
強
化
」「
腰
痛
・
肩
こ

り
の
軽
減
」
に
加
え
、
ア
ル
コ
ー
ル

等
の
摂
取
が
多
い
会
員
に
と
っ
て
関

心
の
高
い
「
痛
風
の
改
善
」
な
ど
に

も
効
果
が
期
待
で
き
る
内
容
を
指
導

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
は
日
頃
の
疲

れ
を
癒
し
、
心
と
体
の
バ
ラ
ン
ス
を

整
え
る
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

十
日
町
商
工
会
議
所
青
年
部
（
阿

部
正
太
郎
会
長
／
タ
イ
セ
イ
自
動
車

㈱
）
で
は
、
11
月
19
日
㈬
に
レ
デ
ィ

ー
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
村
山
景
子
リ

ー
ダ
ー
／
㈱
村
山
興
業
）
担
当
の
も

と
、
11
月
例
会
「
十
日
町
Y
E
G
大

ヨ
ガ
教
室
」を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
例
会
で
は
、
男
女
問
わ
ず

参
加
し
や
す
い
ヨ
ガ
を
通
じ
て
、
メ

ン
バ
ー
の
心
身
の
ケ
ア
を
行
う
と
と

も
に
、
全
員
で
体
を
動
か
し
楽
し
み

を
共
有
す
る
こ
と
で
「
心
友
（
し
ん

ゆ
う
）
づ
く
り
」
に
つ
な
げ
る
こ
と

青 年 部
コーナー

11
月
例
会 

十
日
町
Y
E
G

大
ヨ
ガ
教
室
開
催

㈲宮幸酒店 0120-39-2558
TEL025-752-2558

おいしいお酒に出会う
たび、お客様の笑顔が
浮かびます。

み や　  こ う

十日町市昭和町 1丁目　営業時間 9:00～19:00

きもの染織展十日町フェアin名古屋を開催
当所きもの部会が中心となり、関係団体の協力のもと、11月21日㈮から11月24日㈪までの４日間、名古屋
市のデザインホール（愛知県名古屋市中区栄３）にて「きもの染織展十日町フェアin名古屋」を開催しました。
中京圏等から消費者を誘致し、十日町織物の消費者販売会を実施。さらに、十日町市、十日町市観光協会、
クロステンからご協力いただき、地域特産品の販売や観光情報の発信等を行い、十日町織物の販路開拓と販
売促進、地域経済の活性化を図りました。
４日間の来場客数は142人、売上金額は９，７０７万円（速報値）でした。


